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秋日、五流一庭に集う。—— 

「三溪園大茶会」を 9 年ぶりに開催 

  ― 7 月 15 日から参加申込みの受付を開始 
 

三溪園大茶会は、三溪園の創設者・原三溪が近代日本の三茶人の一人に数えられることにちなみ、

戦後昭和 33（1958）年の財団設立当初から開催されてきた、今回で第 31 回目を数える歴史ある

茶会です。 

茶道五流派が三溪園の一庭に集う、類例の少ない茶会として、毎回全国各地から多くの参会者を迎

えています。今回の開催は、途中園内の文化財建造物の大規模修繕事業や新型コロナウイルス感染

症の拡大が続いたことにより、前回から実に 9年ぶりの開催となります。また、今年は三溪園開園

120 周年の節目の年でもあり、本茶会はその記念事業として開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆開催日時 

 令和 8(2026)年 10 月 31 日(土)・11 月 1 日(日)の 2 日間(10：00～15：00) 

 ※参加申込み受付開始：7 月 15 日(水) 9：00 

 

 

国指定名勝 三溪園 

記者発表資料 
 

開園 120 周年 



令和８年６月 10 日 

公益財団法人 三溪園保勝会 

 2 

◆定員 

 800 名(400 名×2 日間) 

 

◆参加費 

18,000 円(税込み 五流の席入料、点心代、三溪園入園料が含まれます) 

 

◆申込み 

事前申込み制 

※7 月 15 日（水）9：00 より、お電話でお申込みを受け付けます。 

TEL045-621-0634・0635（三溪園） 

 

◆会場(茶席)及び席主 

第一席 白雲邸（横浜市指定有形文化財）          遠州茶道宗家 家元 小堀宗実 

第二席 臨春閣 住之江の間 （重要文化財）        江戸千家宗家 家元 川上閑雪 

第三席 臨春閣 天楽の間  （重要文化財）        茶道裏千家淡交会 横浜支部 

第四席 月華殿（重要文化財）               武者小路千家 神奈川官休会 

第五席 鶴翔閣 楽室棟《立礼席》（横浜市指定有形文化財） 表千家同門会 神奈川県支部 

点心席 鶴翔閣 茶の間棟 （横浜市指定有形文化財） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆主催 

 公益財団法人 三溪園保勝会 

 

◆後援 

 江戸千家宗家 

 遠州茶道宗家 

 表千家  

 茶道裏千家 

武者小路千家 

 横浜茶道連盟 

 横浜市 

 

重要文化財 臨春閣 
江戸時代初期の紀州徳川家別荘・巌出

御殿の遺構と伝えられ、京都の桂離宮・

修学院離宮とともに、現存する江戸時

代の数寄屋の白眉といわれる名建築。

屋内の繊細優美な意匠に加え内部から

望む庭園の眺めもみどころ。 

横浜市指定有形文化財 白雲邸 
大正 9（1920）年に原三溪が夫人と  

暮らすための隠居所として建てた 

もので、三溪自らの構想により同郷の  

大工・山田源市に造らせた三溪の好み

を伝える数寄屋建築。かつては隣接 

する臨春閣と廊下で連結されていた。 

横浜市指定有形文化財 鶴翔閣 
明治 35（1902）年に原三溪が自らの 

住まいとして建て、以降 20 年にわた

る三溪園造成の拠点とした建物。かつ

て横山大観などの日本画家たちが 

集い、滞在して絵を制作するなど、 

近代日本文化の発展にも関わった 

文化サロンの役割も果たした。 

重要文化財 月華殿 
徳川家康が慶長 8（1603）年に京都・

伏見城内に建てた諸大名の控えの間

と伝えられ、京都・宇治の茶商・上林

三入、同宇治の三室戸寺金蔵院の所有

を経て、大正 7（1918）年に三溪園に

移築された。内部には伝・海北友松筆

の障壁画がある。 

https://www.sankeien.or.jp/event/1933/2t9a2693/
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◆協賛 

 上野トランステック株式会社 

 株式会社横浜岡田屋 

 株式会社横浜銀行 

 

 

《関連企画》 

 企画展「原三溪とその茶友たち―齋藤清コレクション―」 

  原三溪旧蔵の茶道具や自筆の書簡、三溪と交流のあった数寄者たちが遺した書画など、 

初公開を多数含む約 60 点を紹介します。 

会期：2026 年 10 月 31 日(土)～12 月 8 日(火) 

 9:00～17:00（三溪園への入園は 16:30 まで） 

会場：三溪記念館 

観覧料：無料（三溪園入園料でご覧いただけます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三溪園の概要 

 

施設名   三溪園(さんけいえん) 

運 営    公益財団法人三溪園保勝会 

所在地   〒231-0824 神奈川県横浜市中区本牧三之谷 58-1 

連絡先   TEL 045-621-0635 

公式 HP   https://www.sankeien.or.jp  

Instagram  https://www.instagram.com/sankeien_garden  

X           https://x.com/HSankeien  

入園料   大人 900 円／小中学生 200 円 

横浜市内在住の 65 歳以上 700 円(本人確認書類の提示が必要) 

開園時間    9：00～17：00(最終入園 16：30) 

アクセス  JR 根岸線根岸駅から市営バスで 10 分「本牧」下車、徒歩 10 分 

横浜駅東口から市営バスで 40 分「三溪園入口」下車、徒歩 5 分 

 

本リリースに関する報道関係者からのお問合せ 

公益財団法人三溪園保勝会 事業課 吉川・門脇 

TEL：045-621-0635 / FAX：045-621-6343  

MAIL：websupport@sankeien.or.jp 

森川如春庵作信楽茶碗  

銘「熟柿」 

https://www.sankeien.or.jp/
http://www.instagram.com/sankeien_garden
https://twitter.com/HSankeien
https://twitter.com/HSankeien
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